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１ 動機 

 僕は、セミの羽化の美しさにひかれて、小学校３年生からこの研究を続けてきている。毎年の羽

化数を調べることで、セミの羽化の周年サイクルが分かるのではないかと考えたからだ。 

また、今までの研究から、オスが多く生まれてから、１週間ぐらいしてメスが多く生まれてくる

ことが明らかになった。これは、オスの鳴き声を聞いて、メスが出てくるのではないかと考えたか

らである。去年は、オスの多量羽化時期と重なってしまったため立証できなかったので、今年は、

早めに調べようと考えた。 

 

２ 研究項目 

(１) アブラゼミの羽化(背中が割れてから羽が全部伸びるまで)にかかる時間 

(２) 稲荷神社でのセミの羽化の種類 

(３) 羽化する場所と羽化する高さ 

(４) 日付によるオス・メスの羽化数の変化 

(５) オスの鳴き声を聞いてメスが出てくるのか       

(６) １日のうちでセミの鳴く時間 

 

３ 研究方法 

(１) 幼虫の羽化を写真にとって時間の経過を調べる。              

(２) 稲荷神社の１８本の木にいるセミの抜け殻を毎日採 

取し記録する。その際、天気、気温、湿度も調べる。 

(３) 羽化の場所と地面からの高さを測って記録する。 

(４) 毎日抜け殻を採取し、オス、メスの数を調べる。 

(５) １３本目の木の根元でアブラゼミの鳴き声を録音し 

たものを７／１９～７／２８の１０日間、夕方５時半～６

時半まで流してメスの出現具合をみる。 

(６) １時間ごと何デシベルか測る。 

 

４ 結果と考察 

(１) アブラゼミが羽化にかかる時間 

・背中が割れてから、羽が全部伸びるまで、平均４５.５

分間かかった。 

・腹のとがった部分まで殻からぬけだしていないと、起き上がった時にお尻を殻から抜くのに

時間がかかる。 

 

(２) 稲荷神社でのセミの羽化の種類 

・今年も稲荷神社では、アブラゼミが一番多く羽化している。 

・過去１１年間の中で、アブラゼミが３番目に多い。 

（１）アブラゼミが羽化にかかる時間 



・羽化総数が、今年は９５３匹で、平成２３年度からとても羽化数が増えている。また、羽化

のピークも早くなっている。温暖化の影響で暑い日が増えているためかと推測する。 

・気温が高く湿度が低いと比較的羽化数が多くなっている。７／２６は、セミの鳴き声を流し

た影響かもしれない。 

・稲荷神社では、ほとんどの羽化がアブラゼミなので、諸説あるが、稲荷神社ではだいたい４

年間ぐらい地中にいて、５年目に地上に出るのではないかと羽化総数から推論した。 

 

（３）羽化する場所と羽化する高さ 

・羽化する場所は、圧倒的に葉の裏が多

かった。葉の裏は、体が逆さまになると

きに抜けやすいのだと考える。また、葉

の裏ならば、葉に隠れて上から襲ってく

る敵に見つからないためかと考える。 

・平成２６年に稲荷神社の枝が切り落とされているので、植え込みや木の幹での羽化は、もと

の状態に戻りつつある。 
・羽化する高さは、２０１～３００センチが一番多い。 

過去のデータと合わせると２～３メート

ルの高さが平均的な高さと考える。 

・１～２メートルの高さの枝が２年前に

切り落とされているが、徐々にもどりつ

つあり、この高さでの羽化数も戻りつつ

ある。 

 

（４）日付によるオス・メスの羽化数の変化 

・オスは、７／２３，２４，２６，２８と多い日が続く。平成２８年度のオスの最高羽化数は、

７／２６（７／１８は何日か分の羽化がたまっていたため除外する。） 

・メスの最高羽化数７／２８で、年々羽化が早くなっている。 

・今年の結果からも、オスが先に生まれてメスが後からたくさん生まれてくることは、確かで

ある。しかし、「オスがたくさん生まれてから、メスが５～６日経つとメスがたくさん羽化する

ようになる」というこれまでの結果とは、合わなくなる。これは、オスの鳴き声を流したため

に早く出てきたのではないかと考える。 

・地温との関係も毎年調べてきているが、毎年違っているので、地温が何度になると出てくる

（２）稲荷神社でのセミの羽化の種類 

（３）年度別 羽化する高さ 



とは、言い切れない。 

 

（５）オスの鳴き声を聞いてメスが出てくるのか 

・平成２８年度、オスの鳴き声が聞こえていない

東側の木①～⑥番の木では、７／２６がオスの羽

化のピークでその６日後の８／１がオスよりもメ

スの羽化数がとても多くなっている。それに対し

て、オスの鳴き声を聞かせた西側の⑪～⑯番の木

では、７／２４，２８にオスのピークがきていて、

７／２４の５日後７／２９にオスよりメスの羽化

数が多くなっている。７／２８のオスのピークの

翌日からメスがオスよりも上回っている。これは、

オスの鳴き声を流したから、鳴き声を聞いてメス

が出てきているのだと考える。 

 

（４）日付によるオス・メスの羽化数の変化 

平成２６年度 



・また、今までの記録（平成２６年度）から、東側の木よりも西側の木の方が、羽化が遅いこ

とは分かっているので、今年は、東側の木も西側の木も同じ時期に羽化が進んでいることから

も、オスの鳴き声が影響していると考えられる。 

(７) １日のうちでセミの鳴く時間  

・平成２５～２８年の研究を合わせて考えると、１１時～１３時頃まで、セミの鳴き声は、音

量が小さくなるか、または、鳴き声が聞こえなくなることもあるので、このあたりの時間帯は、

鳴くのを休むのだと考えられる。 

・日が暮れて暗くなると、鳴かなくなることが分かった。しかし、日没後も外灯がついている

ため、明るいと勘違いして鳴いていることもあると分かった。 

５ 今後の課題 

 アブラゼミの平均的な羽化の時間を出したが、個体数が少ないので、もっとたくさんの幼虫を観

察して確かなデータにしていきたい。また他のセミについても調べたい。 

 毎年、羽化総数を調べていて、稲荷神社でのセミの羽化のサイクル(４年間土の中にいて５年目に

地上に出てくる。)について予想を立てたが、それが正しいのか来年も確かめていきたい。 

 ここ４年間セミの羽化のピークが早まってきているが、今後もその傾向が続くのか記録を取って

いきたい。また、２年前に稲荷神社では環境の変化があったので、それが羽化にどう影響している

のか、羽化の場所や高さについて継続して調べていきたい。 

 メスがオスより５～６日遅れてたくさん出てくるのは、地温に関係しているのではなく、オスの

鳴き声を聞いて出てくるという仮説が確かになるように継続して調査していきたい。その際、オス

のピークと重ならないように気を付けていきたい。 

 「メスは、オスの鳴き声を聞いてたくさん羽化する」と仮説を立てたのだから、穴から出てきた

セミの幼虫にセミの鳴き声を聞かせてみたい。仲間の鳴き声なら聞こえるのか、物音は何でも聞こ

えるのか試してみたい。    
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